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配布先 

青灯クラブ 

陸運記者会（トラック部会） 

 

 

 

～点検結果詳細～ 

➢  点検台数２１台中、６台でホイール・ナットの緩みが確認された。 

➢  ホイール・ナットの緩みは左側車輪に多く見受けられた。（左側１３本、右側９本） 

➢  ホイール・ナットの緩みはありませんでしたが、２台にホイールに錆汁の跡が確認された。 

➢  ホイール・ナットの緩みはありませんでしたが、１台にホイールとホイール・ボルトとの組  

 み合わせが適正でない使用が確認された。 

 

大阪運輸支局は、大阪府トラック協会および大阪府自動車整備振興会と連携し、２月５日

に大阪トラックステーションにおいて「大型トラックのホイール・ナットの増し締め点検」

を実施しました。 

大型トラックおよび中型トラック合わせて２１台の点検を実施した結果、６台にホイール

・ナットの緩みが確認されたため、トルクレンチを用いて規定トルクでの増し締めを行いま

した。また２台に錆汁の跡が確認され、さらに１台についてはアルミホイールとスチール用

ホイール・ボルトとの組み合わせが適正でない車両が確認されたため、いずれも注意喚起を

実施しております。 

ホイール・ナットの緩み点検が容易にできるよう「インジケーター」を配布して活用を呼

びかけました。 

また、増し締め点検とあわせて、トラック・物流Ｇメンによりトラック運転者への聞き取

り調査や周知・啓発活動を実施しました。 

タイヤ交換後にホイール・ナットの増し締めの徹底を！ 

～大阪トラックステーションで点検を実施～ 

タイヤ交換直後は要注意！ 

タイヤを適切に交換しても、走行す

ると必ず緩み（初期なじみ）が発生

します。 

タイヤ交換後50km～100km 
走行後は規定トルクで増し締めをお

願いします。 

（参考） 

冬用タイヤ交換時に        トラック・物流Ｇメン 

は確実な作業の実施       のとりくみについては 

をお願いします！→       こちら！ →→→ 

 問い合わせ先 

（所属・担当）大阪運輸支局 検査・整備・保安部門 

西野・磯野 

（電話） ０７２－８２２－４３７４ 「２」をプッシュ 

 

インジケーター装着例 

 

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha09_hh_000308.html
https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha09_hh_000308.html





	251001_冬用タイヤ交換時には確実な作業の実施をお願いします！.pdfから挿入したしおり
	（別紙１）令和６年度大型車の車輪脱落事故発生状況.pdf
	既定のセクション
	スライド 1: 　　　　　　　車輪脱落事故発生状況
	スライド 2: 　　　　　　　車輪脱落事故発生状況
	スライド 3: 　　　　　　　車輪脱落事故発生状況
	スライド 4

	タイトルなしのセクション
	スライド 5: 　　　　　　　車輪脱落事故車両調査




